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定借をミックスした斬新な構造

2019年9月にオープンした「大丸心斎橋店新本館」は集客
力と収益力を兼ね備えた新たな百貨店ビジネスモデルの構築を
目指したものです。
店づくりのコンセプトは「Delight the World世界が憧れる心
斎橋へ」。心斎橋店の強みである富裕層や訪日外国人のお客
様への対応をさらに強化しながら、“生活を積極的に楽しむすべ
てのお客様”をターゲットとして設定しています。

MD構成では、ラグジュアリー、化粧品、およびデパ地下・飲
食において展開面積とブランド数を大幅に拡充。化粧品はメイ
ンフロアだけでなく、複数のフロアにおいてゾーンを構築しまし
た。また、デパ地下・飲食はおよそ半分を新規ブランドで構成し、
“体験型消費”を意識した飲食・物販融合型のMDを充実。その
他のカテゴリーでは、従来の性別やアイテム別に構成された売
場づくりを見直すとともに、新規ブランドも積極的に導入しました。
一方、ビジネスモデルは、従来の百貨店とはまったく異なり、

全体面積の約65％を定期賃貸借の売場で構成するといった斬

百貨店ハイブリッドモデル、誕生。
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▶百貨店ビジネスモデル転換の方向性
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新なレイヤー構造をベースとしたものとなりました。これにより
要員構造も従来比で250ポストが圧縮されるなど、ローコスト
オペレーションがさらに進化しました。お客様の視点ではまった
くのシームレスでありながら、買取･消化仕入と定期賃貸借のミッ
クスバランスを最適化した、“ハイブリッドなビジネスモデル”の
誕生です。

大胆な商品構成の見直し

成長カテゴリーであるラグジュアリーや化粧品等については
買取または消化仕入で展開し、売上成長による粗利益の極大
化に取り組みます。これまでの北館との比較では、化粧品およ
びビューティ関連の展開面積はほぼ倍増で、新たなブランドを
28ブランド導入、またラグジュアリーの展開面積は15％増、新
たなブランドを11ブランド導入するなど、特にこの2つについて
は戦略的な強化カテゴリーとして大幅に拡充させました。
百貨店が抱える課題の本丸である婦人アパレルについては
定期賃貸借契約のもとで面積・ブランド数とも従来の6割程度
に絞り込みました。同時に、フロア構成については、百貨店では
常識となっている婦人服のフロア、紳士服のフロアといった商
品分類による構成から脱却し、「ファッションのフロア」としてメ
ンズ・レディスのファッションを組み合わせたコンバイン型ショッ
プを積極的に導入することとしました。この手法は、GINZA SIX

で取り入れられ、着実な成果を上げていることから、その経験・
ノウハウが心斎橋店にも活かされることとなりました。
集客力の鍵となるフーズ・飲食では、百貨店ならではのクオリ

ティによる体験型消費を提供するフードホールを新設するなど、
展開面積は83％増で、全104ブランド中、64ブランドを新規に
導入しました。そのほか、ジャパンカルチャーを発信するポケモ
ンカフェ、ジャンプショップの設置などエンタテインメント要素
も格段に強化しました。
店舗環境においては、建替え前の心斎橋店が有したヴォーリ

ズの建築美に代表される「伝統」と、最新のデジタル技術導入
による「革新」を融合させ、リアル店舗ならではの特別な体験を
演出しています。
また、心斎橋店本館は、館内で使用するすべての電力に再生
エネルギーを使用するほか、7階テラスと屋上では積極的な緑
化を実施しています。また、館内物流の一括管理による納品作
業時間の削減や搬出入の混雑解消、さらに環境配慮型包装資
材の利用促進、エコフ活動による衣料品回収ボックスの常設化
など、お客様やお取引先のご協力も得ながら低炭素・循環型社
会への取り組みを積極的に展開しています。

他の基幹店にも拡張展開

開業後の状況については、2020年1月までの動向を見ると、
ラグジュアリーや化粧品、時計など特に強化したカテゴリーが
狙い通りに牽引し、総取扱高が前年に比べ15％増、入店客数も
11.1％増とたいへん好調に推移。顧客層では25歳～34歳という、
従来、比較的弱かった若年層の売上が4割伸びるなど若返りに
も成功しました。
足元では、新型コロナの影響によりインバウンド消費、国内

消費とも一時的に苦戦していますが、百貨店の新たなビジネス
モデルとしての手応えは充分にあり、今後、このモデルを他の基
幹店にもスピードを上げて拡張展開していきたいと考えています。
さらに、本館開業前まで百貨店を運営してきた北館は不動産
賃貸モデルへ転換します。具体的には、北館にはPARCOを導
入するとともに、新時代のPARCOにふさわしい外装に一新します。
同時に、北館は心斎橋店本館とは一体的に接続されますので、
併せて80,000㎡を超える商業施設がグループシナジー最大化
の期待とともに誕生することになります。

要員構造改革によるローコストオペレーション
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▶大丸心斎橋店本館のレイヤー

2020年秋 北館にPARCOを導入予定
©TAKENAKA Corporation

（1〜3階以外は基本的に定期賃貸借）
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